
topics

私たちは遺伝情報から形態までを繋げた理解を

目指しています。この目的のために、新規モデル

生物であるレインボーフィッシュへのGFPの

導入に世界で初めて成功しました。
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動物
発生分野

動物の体は、ひとつの受精卵から始まり、だん

だんと細胞の数や種類が増え、そして形が

できてきます。私たちはそのような動物の形

づくりの仕組みを研究しています。とくに注目

するのが脊椎動物の付属肢（四肢とヒレ）

です。どうやって付属肢ができてくるのか、

また、付属肢の形の多様性（動物ごとの違い）を

生み出す仕組みや、一度失った付属肢を再生

できる動物の再生能力が発揮される仕組み

など、さまざまな謎の解明に取り組んでいます。

脊椎動物の付属肢を
題材とした動物の形づくりの
メカニズムを読み解く

付属肢の発生・再生・多様性進化

田村宏治 教授
上坂将弘 助教
http://www.biology.tohoku.ac.jp/lab-www/tamlab/

Lab. DATA

私は、魚のヒレから四足動物の持つ手足への

進化を発生過程に着目して研究しています。

ヒレにのみ見られる形作りを、発生中のヒレの

構成要素である細胞の形や数の観点から解明

しようとしています。「遺伝子」とそれに動かされる

「細胞」、それの集まりである「器官」の進化を

総合的に理解することを目指します。

Interview在学生
修士2年

岡山 舜
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進化
ゲノミクス分野

シークエンシング技術の発展によってゲノム

配列や遺伝子発現などのデータが急速に蓄

積していく中、膨大な情報から如何にして生物

が持つ面白さを見出すのかが重要となってき

ています。私たちは、こうした大規模な生命情

報を利用して生物が持つ形質の遺伝的基盤を

理解し、その進化過程の解明を目指していま

す。特に、ゲノム上で重複した遺伝子に着目し、

病気や生態的特性との関連について研究して

います。また、プラナリアのような再生能力の

高い生物を用いた再生関連遺伝子の機能解

析にも取り組んでいます。

生物の進化を
ゲノム情報で紐解く

ゲノミクス、分子進化、バイオインフォマティクス

牧野能士 教授
市之瀬敏晴 准教授(学際フ)
横山隆亮 講師
別所-上原奏子 助教
別所-上原学 助教（学際フ）
https://www.lifesci.tohoku.ac.jp/evolgenomics

Lab. DATA

一本の染色体は、端から端まで均質な構成と

いう訳ではありません。様々なDNA結合タン

パク質やエピジェネティック修飾といった多

彩で動的な環境の中に個々の遺伝子は組み込

まれています。私は特に、染色体が取る3次元

構造（TAD）と遺伝子発現の関係に興味を持

ち、進化的な側面から研究を行なっています。

Interview在学生
学部4年

山田 実優

topics

プラナリアは切断しても全身を再生することが

できます(左)。RNAi法により再生に関わる遺

伝子の機能を阻害すると、プラナリアは再生で

きなくなります(右)。
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